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はじめに 

循環基本法においてはリデュース・リユースの優先順位がリサイクルよりも上とされてお

り、容器包装の分野においてもこれらの取組を進める必要があります。 

環境省では、リターナブル容器の代表的な事例である飲料用のびん等のリユースについて、

回収・再使用に係るシステムの維持及び新たなびんリユースシステムの構築を提起する方策

を検討するため、「我が国におけるびんリユースシステムの在り方に関する検討会」を平成

23 年２月に設置しました。 

本事例集は、検討会で実施した関係者へのヒアリング等をもとに、新たにびんリユースシ

ステム構築を検討する関係者に対する情報提供を目的とし、空きびんの回収方法、洗浄・再

充填の仕組みとともに、どのようにびんリユースシステムを構築したか、構築時に苦労した

点などを整理したものです。 

数多くの方にご覧いただき、びんリユースシステム構築を目指す際の一助となれば幸いで

す。 

 

なお、本事例集は随時追加・見直しを行っていく予定です。最新の情報は、環境省ウェブ

サイトよりご確認ください。 

○「我が国におけるびんリユースシステムの在り方に関する検討会」 

（http://www.env.go.jp/recycle/yoki/dd_2_council/index4.html） 

 

※本事例集は、びんリユース推進全国協議会の協力を得て作成しております。各事例の詳細

についてのお問い合わせは、びんリユース推進全国協議会までお願い致します。 
 

■びんリユース推進全国協議会とは？ 
各地のびんリユース活動への支援や、将来に向けた取り組みの共有、関係主体と

の連携、そして情報をより多くの方々と共有して、広報活動を充実させていくこと

を目的とした組織。2011 年 10 月に設立されました。 
（URL：http://www.returnable-navi.com/reuse/） 
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（1）本事例集で取り上げた事例の一覧 

1）事例一覧 

■オープンシステムの例 

 タイトル 実施事業者 取組の概要 

１ 一升びん（1.8L びん）のリユー

ス事例 
1.8L 壜再利用事業者

協議会 

日本酒、焼酎などさまざまな用途に使用され

る一升びんのリユースシステム。全国各地、

各種用途に使用されている。 

２ 酒造メーカーによる 900mlR
マークびんのリユース事例  大口酒造株式会社 

焼酎で利用。主に、鹿児島・九州の業務利用

されたびんを、卸を通じて回収・自社で洗浄

し、再利用。約 150 万本／年。 

３ 小売店を中心とした 900ml 丸正

びんのリユース事例  やまや商流株式会社 

小売店舗で空きびんを有価で回収。びん商に

て洗浄後、焼酎メーカーにて再利用。販売時

にもリユースびんを PR。 

４ 
小売店における各種びんを対象

としたリユース事例 
株式会社リカーマウ

ンテン 

小売店舗で空きびんを買取・回収。びん商を

通じて、メーカーにて再利用。一部のワイン

びんでもリユースを実施。 

５ 酒造メーカーによる R720ml び

んのリユース事例 朝日酒造株式会社 

清酒で利用。酒販卸・小売、業務店などから

びん商が回収し、洗びんしたびんを調達。約

36 万本／年をリユースびん出荷。 

６ 回収用専用 P 箱を用いたびんの

リユース事例 東北びん商連合会 

清酒利用。東北びん商・宮城県酒造組合・行

政などが連携し、回収用専用Ｐ箱を使用し、

主に業務酒販店・自治体から回収。 

７ 
地サイダー等、地域密着でのび

んリユースの事例 全国清涼飲料工業会 

共用リターナブルサイダーびん（容量

340ml）を開発。狭域的な地域で地元のスー

パー等流通業の協力のもと空きびんを回収。 

 

 

■クローズドシステムの例 

 タイトル 実施事業者 取組の概要 

８ 
外食産業におけるプライベート

ブランド商品でのびんリユース

の事例  
ワタミ株式会社 

清酒プライベートブランド商品でリユー

ス。酒造メーカー、びん商、流通業などと

連携しリユースを実現。 

９ 宅配牛乳・学校給食用牛乳のび

んリユース事例 日本乳業協会 

各乳業メーカーの系列販売店が配達時に

空きびん回収。自社で洗浄、再利用。95％

程度の高回収率。学校給食でも実施。 

10 規格（形状）を統一したリユー

スびんの普及事例 
びん再使用ネット

ワーク 

牛乳・調味料・ジュースなど飲料のほか、

食料品（ジャムなど）も。配達時に空きび

ん回収、Ｐ箱が不要で、高回収率を実現。 

11 720ml の独自びんでのリユース

事例 宝酒造株式会社 

720ml（純、レジェンド）で独自びんをリ

ユース。Ｐ箱で出荷、びん商が回収・洗浄。

200～300 万本／年をリユース。 

12 販売先に応じてびんを使い分け

るリユース事例 
ホッピービバレッジ

株式会社 

主力製品ホッピーをワンウェイとリユー

スびんそれぞれで製造。販売先に応じて使

い分ける。業務用は 95％以上の回収率。 
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 タイトル 実施事業者 取組の概要 

13 業務用を中心とした茶飲料・飲

料水のリユース事例 能勢酒造株式会社 

茶飲料、飲料水においてリユースを実施。

他にないデザイン性の高いびんにて提供、

95％程度の回収率。 

 

■地方自治体の例 

 タイトル 実施事業者 取組の概要 

14 
酒販店、商業施設など拠点回収

協力施設と連携したリユースび

ん回収 
京都市 

小売・酒販店などに協力を呼びかけ、リ

ユースびん回収ボックスを設置。びん商と

連携し、回収・再利用を図る。 

15 小売店等と連携した県内全域で

のリユースびん回収の推進 山梨県 

リユースびん入り商品の販売と空きびん

の回収に協力する「リユースびん推進店」

を募集。県全域で 650 店舗が登録。 

16 官公庁における会議等でのリ

ユースびん利用 奈良市、生駒市 

市が開催する会議・イベント等において、

参加者に対してリユースびん入り商品を

提供することで率先利用を図る。 
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2）本資料をご覧になる方に 
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①中身メーカーの方へ

容器の選択の際に環境負荷低減効果を考慮してみませんか？

・中身メーカーが中心となってびんリユースシステムを構築した事例では、商品の流通に応じて様々な主体（流通業（卸・
小売）、業務店、自治体、びん商など）と連携し、回収システムを構築しています。また、出荷先に応じたびんの選択や、
外装容器の使い分けなどの工夫をしています。

＜ご覧になって頂きたい事例＞
1 ．1.8L壜再利用事業者協議会の取組・・・ｐ5 
2．大口酒造の取組・・・ｐ7
5．朝日酒造の取組・・・ｐ13
6．東北びん商連合会の取組・・・ｐ11 
7．全国清涼飲料工業会の取組・・・ｐ17

11．宝酒造の取組・・・ｐ25
12．ホッピービバレッジの取組・・・ｐ27
13．能勢酒造の取組み・・・p29

②外食産業・飲食店の方へ

提供商品をリユースびんに変え、環境負荷削減とともに、お客様にPRしてみませんか？

・外食産業が中心となってびんリユースシステムを構築した事例では、卸売業、びん商、中身メーカーなどと連携し、回収
システムを構築しています。
・外食産業ではびん製品の消費量が多いため、環境負荷を大幅に下げることができます。また、お客様へのPR効果に加
えて、店舗から排出される廃棄物の削減によるコスト削減も期待されます。

＜ご覧になって頂きたい事例＞
8．ワタミの取組・・・ｐ19

③小売店の方へ

リユースびんの店頭での回収を促進し、お客様のリピート率向上を目指しませんか？

・小売店では、中身メーカーと連携し、リユースびんの回収を進めている事例があります。従来の一升びん、ビールびん
以外にも、幅広いリユースびんを回収することで、お客様のリピート率向上も期待されます。

＜ご覧になって頂きたい事例＞

3．やまや商流の取組・・・ｐ9
4．リカーマウンテンの取組み・・・p11
7．全国清涼飲料工業会の取組・・・ｐ17

④消費者の方へ

商品選択時に、リユースびん商品を選び、メーカー・販売店等を応援してください
また、空きびんはリユースできるよう回収に協力してください。

・商品の購入時には、リユースびんの商品を選択し、びんリユースシステムを応援してください。リユースびんの利用促進
は、二酸化炭素排出抑制とごみの発生抑制の面から環境負荷の低減につながります。

・また、家庭での使用後にはリユースびんを購入したお店や回収拠点に持参したり、集団回収に出すなど、リユースびん
の回収に協力してください。

＜ご覧になって頂きたい事例＞
1 ．1.8L壜再利用事業者協議会の取組・・・ｐ5 
3．やまや商流の取組・・・ｐ9
4．リカーマウンテンの取組み・・・ｐ11
9．日本乳業協会の取組・・・ｐ21

10．びん再使用ネットワークの取組・・・ｐ23

⑤地方自治体の方へ

リユースびんの回収に協力、支援し、ごみ削減を図りませんか？会議等でリユースびんを利用しませんか？

・びんリユースシステム構築のためには、空きびんの回収が重要となります。地域の集団回収の支援に加えて、地方自
治体が地域の小売店、びん商、中身メーカーなどと連携して、積極的にリユースびん回収を進めている事例があります。
・また、会議等でリユースびん入り商品を率先的に利用する取組があります。

＜ご覧になって頂きたい事例＞
6．東北びん商連合会の取組・・・ｐ11

14．京都市の取組み・・・p31
15．山梨県の取組み・・・p33
16 ．奈良市・生駒市の取組・・・p35



一升びん（1.8Lびん）のリユース事例（1.8L壜再利用事業者協議会）

１．びんリユースシステムの概要

・一升びんは明治時代に生まれ、昭和に入って量産された1.8L容量の清酒や調味料などに使用される共通び
んであり、日本のびんリユースシステムの最も成功している事例の１つである。

・全国各地の中身メーカーで、多様な用途に再使用されている。例えば、日本酒、焼酎、醤油、その他酒類、
食用酢などに使用されている。ライフスタイルの変化や流通構造の変化で、近年減少傾向にあるが、
年間約1.6億本が再使用されている。

・リユースされる一升びんはP箱と呼ばれるプラスチック製のクレート（外装容器）にて流通している。そのＰ箱は、
全国で共用・レンタルされているものに加え、各地域ごとで共用・レンタルされているもの、中身メーカーが
独自に保有しているものなどがある。P箱そのものも回収・洗浄されリユースされる容器である。

・容器包装リサイクル法の法律第18条第１項の規定により、自主回収認定を受けているリユース容器である。

２．実施スキーム

●全国各地の中身メーカーで、様々な用途で再使用される共通びんであり、日本酒、焼酎、
醤油、その他酒類、食用酢などに、年間約1.6億本が利用されている。
●リユースの際にはP箱で流通しており、このP箱も回収・洗浄・リユースされている。
●容器包装リサイクル法の自主回収認定を受けた容器である。

・主に飲食店で消費されたびんは卸・小売を経由して、びん商を経由、または
直接中身メーカーに戻される。

・また、地方自治体の資源物分別収集、地域における集団回収からも回収さ
れる。

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成27年3月

れる。
・洗浄・検査は、中身メーカーが独自に行うケースと、リユースびん洗浄を行う
洗びん業者が実施するケースがある。

・リユース促進のためには、流通時に傷による不良びんが発生しないよう、出
荷・回収においてはP箱が使用される。

一升びんの例
（他にも透明、黒なども）

【集団回収】
・自治体が支援し集団回収に
て一升びんを回収。主にびん
商を通じて中身メーカーに戻
される。

【卸・小売での回収】
・商品の納入時に、空きびんを回収
する。びん商を経由、または直接中
身メーカーへ戻される

【商品の製造】
・卸・小売、集団回収
等から回収されたび
んを、洗びん業者が
洗浄、または中身
メーカーが自ら洗浄
し、製品を製造。

【Ｐ箱】
・①全国共通のレンタルP箱、②各県
の酒造組合が運用する県内流通P箱、
③中身メーカーが自社で保有するP箱
で出荷・回収される。
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商品の流れ

回収びんの流れ

【自治体回収】
・資源物として回収されたガラスびん
の中から、リユース可能な一升びん
を選別する。主にびん商を通じて中
身メーカーに戻される。

【びん商・洗びん業者】
・回収された一升びんのうち、リユース
可能なものを中身メーカーに戻す。一
升びんのダムの機能。
・中身メーカーの要望に応じて、洗び
ん業者にて洗浄した上で戻す場合と、
不洗いで戻すケースもある。

※上記のフローは一例であり、全ての流通経路を網羅したものではない。

飲食店

中身メーカー

（日本酒、焼
酎、醤油、そ
の他酒類、食
用酢など）

卸
問
屋

小
売
店

家庭

集団回収
自治体回収

びん商
洗びん業者



３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

■様々な用途に利用できる計量法に基づく特殊容器（規格統一びん）
・一升びんは計量法の基準に適合した特殊容器であり、体積を計量する代わりに、ある高さまで液体商品を

満たした場合、正しい量が確保されるように製造されたものである。「丸正（まるしょう）びん」と呼ばれている。
・様々な用途に利用できることから、酒類を中心に、全国各地の中身メーカーで利用されている。
・中小容量のガラスびんや他素材容器（PETボトル、紙パック等）の利用増加に伴い、利用状況は減少傾向に

あるが、年間1.6億本程度流通している。なお、リユースシステムを継続するためには、定期的に一定割合の
新びんを投入する必要がある。現在、全流通量のうちおよそ3割程度が新びんである。
（残り７割はリユースびん）

■一升びんリユースのためのP箱
・一升びんのリユースシステムを維持するためのP箱が必要不可欠となる。P箱は、全国で共用・レンタルされてい

るもの、各地域ごとに共用・レンタル（例えば、都道府県の酒造組合など）されているもの、中身メーカーが独自
で保有されているものなどがあるが、回収時にP箱は不可欠となる。

・近年、一升びんを段ボールで出荷する中身メーカーも増えてきており、リユースシステム継続のためP箱利用を
促してく必要がある。

一升びん用のレンタルP箱の例
（日本P箱レンタル協議会）

一升びんの利用状況の推移

303 302

268 267

233
203

189
168 165 159

100

200

300

400
（百万本）

日本酒 焼酎（甲） 焼酎（乙） その他酒類 醤油 食用酢 その他

４．今後の展開・予定

５．他の類似事例

■一升びん出荷時のP箱利用の啓発活動、消費者へのPR
・P箱がないと回収時にびんの傷による不良が発生してしまいリユースできなくなってしまう。回収時にP箱を
円滑に使用するためには、中身メーカーからの出荷時にP箱を使用してもらうことが望ましく、段ボールで出荷
している中身メーカーに対してP箱利用を要請している。

・また、消費者に対しては、リユースの大切さをPRし、理解を求めていく。

６．実施者概要
1.8L壜再利用事業者協議会

事務局：ガラスびん３R促進協議会内
URL： http://www.glass-3r.jp/ 
住所：東京都新宿区百人町3-21-16 日本ガラス工業センター1階

・なし（全国各地の中身メーカーが様々な用途で再使用しているリユースびんは他にはない）

【1.8L壜再利用事業者協議会の概要】
1.8Lびんを容器として利用している事業者が所属する事業者団体や、1.8Lびんを回収・洗浄加工・処
理している事業者が所属する事業者団体、 1.8Lびんの製造事業者の所属する事業者団体などで構成
される協議会。 1.8Lびん等のリターナブルびんの再使用促進、及びリユースシステムの円滑な稼働・維
持・促進をはかるとともに、1.8Lびんの自主回収認定に必要な業務などを行う。
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酒造メーカーによる900mlRマークびんのリユース事例（大口酒造株式会社）

１．びんリユースシステムの概要

・本格焼酎「伊佐錦」「黒伊佐錦」などで900mlのRマークびんをリユース利用。2004年度から利用を開始。
・環境省 平成15・16年度 循環型社会形成実証事業「南九州における900ml茶びんの統一リユース

システムモデル事業」にて、900mlRマークびんを作成し、利用を開始する。
・同モデル事業では、びん商・洗びん事業者である株式会社田中商店（水俣エコタウン協議会）が中心に
検討を実施、大口酒造では同社の呼びかけに賛同し、利用を開始する。

・年間140万本程度の出荷、回収率は約30％程度。

２．実施スキーム

●主に業務店で利用されている900mlびんをリユース。業務店から卸・小売業が回収し、
同社に戻され、再利用。
●自社で洗浄工程を保有しており、回収したびんを洗浄・再利用している。
●高い回収率が期待できる鹿児島県内・九州内ではP箱で出荷、他地域は段ボール出荷。

・主に業務店で消費されたびんを卸・小売を経由して回収している。
・年間出荷本数140万本のうち、40万本が回収される（約30％）。

うち、鹿児島県内に限れば、70％近くが回収されている。
・空きびん回収が見込める九州内はP箱で出荷、九州外は段ボール
で出荷。Ｐ箱の散逸・不足を解消する。

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成23年11月 更新日：平成27年3月

業務店

大口酒造

卸
問
屋

小
売
店

びん商 自治体

家庭

リユースしているRびん商品(例)

【集団回収】
・自治体が支援し集団回収にて
空きびんを回収、大口酒造が買
い取り

【空きびん回収】
・空きびんを１本５円で引取り
・大口酒造に戻す

【びんの洗浄】
・自社にて洗びん工程を保有
（新びんでも回収びんでも一度
洗浄を行っている）

【商品の製造】
・卸・小売、集団回収等から回
収されたびんを自社で洗浄し、
製品を製造

【900mlRマークびんの出荷本数・回収状況】

【Ｐ箱】
・九州内での出荷、および空き
びんの回収には中容量Ｐ箱を
利用（フーズコンテナ）
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商品の流れ

回収びんの流れ

年度 出荷本数 回収本数 回収率

22年度 144万 41万 28%

23年度 140万 35万 25%

24年度 141万 46万 33%

25年度 131万 36万 27%



４．今後の展開・予定

３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

■リユースに適した規格統一びん（Ｒマークびん）の採用
・環境省 循環型社会形成実証事業「南九州における900ml茶びんの統一リユースシステムモデル事業」にて、
リユースに適した900ml規格統一びん（Rマークびん）を作成。国の支援を受けてRマークびんを開発。

・（社）環境生活文化機構が事務局となり、行政（水俣市）、びん商、清酒・焼酎メーカー、酒類販売店、
びん製造メーカー等による委員会を立ち上げ、リユースのシステムづくりを行う、規格統一びんを設計、
新たに金型を作成し、製造を行う。委員会での議論・検討を踏まえて、Ｒマークびんを採用する。

■既存のびん回収・びん洗浄の仕組みを活かしたリユースの取組
・Ｒマークびん採用以前から、鹿児島県では、使用済みのびんを卸・小売を通じて、メーカーに戻すという
商習慣が根付いていた。もともと回収びんを自社で洗浄して使用していたこともあり、Ｒマークびんの採用に
際しても大きな障害はなかった。

・鹿児島県内での回収率は70％近くと高い （他地域も含めると約30％）。
・鹿児島県内では、卸問屋との連携・協力のもと、使用済みびんの回収の仕組み・基盤が存在していたこと、

自社で洗浄・再使用の取組が行われていたことから、Ｒマークびんの採用に至った。

■高い回収率が期待される地域ではＰ箱出荷、その他地域は段ボール出荷
・鹿児島県・南九州地域・九州地域では、卸・小売を通じて、びん商を通じて、一定以上のびん回収が期待。

一方、東京を中心とした関東地域に出荷された製品については、高い回収率が期待できない。
・Ｐ箱の散逸・不足を解消するため、九州地域外は段ボールでの出荷としている。

■酒造メーカーとしての高い環境意識
・同社では、エコアクション21を認証・登録し、全社を挙げて事業活動を通じて排出される環境負荷の低減に

取り組んでいる。その取組の1つがびんリユースであり、蒸留工程で使用するエネルギー、排水、商品梱包の
ための資材等の削減などにも努めている。

４．今後の展開・予定

５．他の類似事例

■リユースびん・Ｒマークびんの広報・ＰＲ
・これまでもリユースびんの取組を広く知ってもらうために、消費者に向け様々な広報・ＰＲ活動を実施している。
・また、行政（地方自治体、中央官庁）等の要請に応じて、講演・展示会などにも積極的に協力している。
・同社だけの取組に止まらず、南九州・九州地域全域でびんリユースの取組が進むよう、引き続き広報・ＰＲ

活動を推進していく。

■720mlびんのリユースの取組みも検討
・鹿児島県の飲食店で利用が定着している720mlについて、リユースできるボトルの導入を検討中。
・まずは鹿児島県内を中心に出荷を開始したい。

６．実施者概要

大口酒造株式会社
URL： http://www.isanishiki.com/
住所：鹿児島県伊佐市大口原田643番地

・900mlRマークびんは、同社を含め11社が利用（鹿児島県・熊本県）
（神酒造、大石酒造、植園酒造、木下醸造所、大和一酒造元、亀萬酒造、山都酒造、那須酒造場、
マルイリ醤油、深野酒造）

【大口酒造株式会社の概要】
昭和45年、伊佐市の大口及び菱刈の酒造会社11事業所による協業組合を設立。平成19年に株式会社
に組織変更。主な商品に、「伊佐錦」、黒麹仕込みによる「黒伊佐錦」、伊佐米を使った「伊佐舞」など。
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小売店を中心とした900ml丸正びんのリユース事例 （やまや商流株式会社）

１．びんリユースシステムの概要

・ビールびん、一升びん、900mlびん、340mlびん、300mlびん、ウイスキーびんなどを消費者から店頭で回収、
容量別・色別に仕分けして、各メーカーに戻し、リユースをするシステム。

・主に焼酎で使用され、一升びんから900mlびんに消費が変わって増えている中、900ml丸正・丸Ｒびんについ
ては、びん商（(株)吉川商店）にて洗浄・検査し、酒造メーカー（焼酎 岩川醸造㈱(鹿児島）、
若松酒造㈱（鹿児島）、さつま無双 ㈱ （鹿児島））、（清酒 大和蔵酒造㈱（宮城）、浜田㈱（山形））
にて再利用される。2010年10月から取組を開始。

・同社で販売する際には首かけポップにて「リユースびんであること」、「環境負荷低減に役立つこと」などをPR
・お客様は空きびん回収に協力すると店舗は空びん券（例えば、900mlびんは１本５円）を発行し、同店舗で
商品を購入できる。

２．実施スキーム

・びん商である吉川商店、酒造メーカーの岩川醸造と
連携した取組。

・消費者から引き取るびんは、同社の各店舗、業務店

●店舗で消費者から空きびんを有価で買取り（商品が購入できる空びん券を発
行）リユースびんを買取り、再利用することで、事業として考えている。

●空きびん回収によって、お客様のリピート率向上も期待される。
●様々な種類のびんを対象としているが、今までは廃棄されていた900mlびんも

回収。 びん商・酒造メーカーと連携し効率的な輸送を実現。
●販売時にリユースびんであることをPRし、お客様へのご理解と販売促進を図る。

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成23年11月 更新日：平成27年3月

・消費者から引き取るびんは、同社の各店舗、業務店
で購入された商品はもちろん、他店で購入されたもの
でも、再利用目的で持参されたものは回収対象となる。

・店頭で商品が購入できる空びん券と交換され、店舗
でＰ箱に仕分けし、商品を配送したトラックの戻り便で、
物流センターが回収、びん商にて洗浄後、再び酒造
メーカーへ販売し再利用される。

・900ml丸正びんは6.3万本を回収（直近10ヶ月の実績）。
リユースしている商品と首かけポップ

【空びん回収】
・有料で買取り（空びん券発行）
・他店で購入したものも対象

【びんの洗浄】
・びん商（吉川商店）にて洗浄・検査
・洗びんはバルク包装にて酒造メーカーへ

【商品の製造】
・酒造メーカーにて、納入
されたリユースびんにし、
商品を詰める

やまや びん商 酒造ﾒｰｶｰ
店舗 やまや 吉川商店 （九州）

お客様 物流 （京都）
やまや センター 酒造ﾒｰｶｰ
店舗 （九州）

全国 やまや
やまや ８か所 焼酎ｾﾝﾀｰ 酒造ﾒｰｶｰ
店舗 （福岡県） （九州）

ﾘﾕｰｽびん持ち込み

空びん券発行

【焼酎ｾﾝﾀｰ】
・九州酒造メーカー42社工場から集荷し、
やまや物流ｾﾝﾀｰへ配送する

リユースびんの流れ

商品の流れ
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４．今後の展開・予定

■環境省実証事業へ参加し、リユースシステムの効果、消費者受容性等を把握
・「平成23年度びんリユースシステム構築に向けた実証事業」に参加し、戻り便を利用した回収を行い、

■小売業から酒造メーカーへ働きかけ
・雑びんとしてリユースできないびんが多数発生しており、なんとかリユースできる仕組みを構築しようと

びん商、酒造メーカーに働きかけを行う。
・一升びんは減少傾向にあるにもかかわらず、900ml、720ml、300ml、180mlのびんは消費が増加傾向に

あった。しかし、リユースびんとして回収する共通の仕組みが存在しなかった。
・同社が中心となり、びん商、酒造メーカーに働きかけを行い、リユースシステムを構築した。

■空きびんを各店舗から物流センターへ効率的に運搬
・(株)やまやのグループ会社として、商品の物流センターを保有。

各店舗で回収された空きびんは商品配送の戻り便を利用して効率的に回収を行う。
・びん商に売上計上し引き渡し、洗浄した後、酒造メーカーへの輸送はバルク包装にて効率的に実施。
・回収用に用いるP箱は、びん商（吉川商店）の箱を利用（15本入り）。

■リユースびんを売買することでボランティアではなく、事業として成立
・消費者からの買い取り、びん商への販売、びん商から酒造メーカーへの販売という、リユースびんを「資産」と

して取扱い、在庫管理と粗利管理を実施。

■消費者から買い取ることで顧客満足度の向上・リピーター確保
・他社店舗で購入した商品の空きびんも買い取り（品代と値引きできる空びん券）を行うため、

同社店舗での顧客満足度の向上・リピーター確保に役立ち、他社店舗との差異化に繋がっている。
・また、従来は回収後に廃棄していたびんの処理費用の軽減にもつながる。

３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

５．他の類似事例

・「平成23年度びんリユースシステム構築に向けた実証事業」に参加し、戻り便を利用した回収を行い、
リユース実績を整理・把握するとともに、リユースシステムの効率化・高度化に向けた検討を行う。
（実証事業の申請主体は吉川商店）

・また、来店者に対する意識調査を実施し、丸正・丸Ｒ900mlびんの回収・再利用について
消費者受容性を調査。

■リユースシステムの拡大に向けた他の酒造メーカーとの連携
・さまざまな酒造メーカーに対しても働きかけを行い、リユースの取組を拡大。

６．実施者概要

やまや商流株式会社
URL： http://www.yamaya.jp/
住所：宮城県仙台市宮城野区榴岡3丁目4番1号 アゼリアヒルズ19F

・なし
（小売店でのびん回収の取組は多数存在するが、900mlびんを特定の酒造メーカーに戻し、再利用す
る仕組みは確認されなかった。）

【やまや商流株式会社の概要】
株式会社やまやのグループ会社。酒類、食品等の販売、輸入、製造を行う。全国展開する酒の専門店、
317店舗を有する。やまや商流は全国8か所の物流センターを運営。
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小売店における各種びんを対象としたリユース事例 （株式会社リカーマウンテン）

１．びんリユースシステムの概要

・ビールびん、一升びん、ジュース類を消費者から店頭で回収、 各店舗でびんの種類・色を分別し、同社物流
センターに集約させる。物流センターより、びん商を経由して、各ボトラーに戻し、 リユースする取組み。

・ビールびん、ジュース類、一升びんは現金で買取、消費者はリユースびんを持参することで、買取または
ポイントを得ることができる。

・2014年度のリユースびん回収本数はビールびん換算で1,968万本（１本5円とし、びんを買取り金額から換算）。
びん商品の販売数に対して、リユースびんの回収率は90％以上となっている。

２．実施スキーム

●店舗で消費者から空きびんを買取り（現金またはポイント）。
●店舗への商品配送の戻り便を利用して効率的に物流センターに集約させ、びん商を通
じて、ボトラーに戻され、リユースされる。
●空きびん回収によって、顧客満足度の向上・リピーター確保につながる。

・消費者から買取るびんは、同社の各店舗で購入された商品はもちろん、他店で購入されたものでも買取り
対象となる。

・ビールびん、ジュース類、一升びんは店頭で現金買取、Ｐ箱に入れられ、商品配送の戻り便を利用して効
率的に物流センターに戻される。びん商を経由し、ボトラーに戻される。

・ビールびん換算で1,968万本を回収（2014年度実績）。

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成24年3月 更新日：平成27年3月
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商品の流れ

回収びんの流れ

消費者

リカマン
店舗

リカマン
物流
センター

びん商

リユースびん
店頭持ち込み

現金買取または

ポイント付与

リカマン
店舗

リカマン
店舗

ボトラー

【空きびん回収】
・有料で買取り
（現金、ポイント付与）
・他店で購入したものも対象

回収しているリユースびん一覧



４．今後の展開・予定

■酒造メーカー等への一升びん利用の働きかけ

■空きびんを各店舗から物流センターへ効率的に運搬
・滋賀県に２つ、静岡県に１つの物流センターがある。各店舗で回収された空きびんは商品配送の戻り便を

利用して効率的に回収を行う。回収時はP箱を用いる。
・各店舗でびんの種類・色別に分けられたものを、物流センターで仕分け、びん商に引き取ってもらう。

■消費者から買い取ることで顧客満足度の向上・リピーター確保
・スーパー・大手流通ではびんを引取らないことも多い。他社店舗で購入した商品の空きびんも買取りしており、

消費者の方も「空きびんはリカマンへ」と認識している人が多い。
・同社店舗での顧客満足度の向上・リピーター確保に貢献、他社店舗との差異化に繋がっている。

■さまざまな環境対策・社会貢献の1つとしてびんリユースを実施
・びんリユースは酒屋として創業した当時から実施していることで、当たり前のことを実施していると認識。
・びんリユースに限らず、積極的な環境対策・社会貢献を進めており、例えば、容器に関しては、アルミ缶の

回収、プライベートブランドの各種ペットボトルの回収、特定銘柄の清酒紙パックの回収など実施しており、
回収時には同社のポイントカードにリサイクルポイントを付与する。

・これらの一連の容器回収の取組の1つとしてびんリユースを進めており、消費者からの認知も高い。

３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

５．他の類似事例

・近年、一升びんの段ボール出荷、新びん利用が増えており、リユースされる量が減ってきている。
・せっかく店頭で回収してもリユースされないことが懸念されるため、小売の立場から酒造メーカーにリユース

推進に向けて働きかける。
・びん商はP箱に入った一升びんしか買い取らないが、段ボール出荷増の為、時期によってはP箱が不足する

こともしばしばある。焼酎メーカー、清酒メーカーに対し、状況の説明及び改善依頼を行っている。

６．実施者概要

株式会社リカーマウンテン
URL： http://www.likaman.co.jp/
住所：京都市下京区四条通高倉西入ル立売西町82 京都恒和ビル4Ｆ

・小売店（酒屋）でのびん回収事例は多数。

【株式会社リカーマウンテンの概要】
酒類・食品の小売業、酒類の輸入卸および販売。近畿・東海地域を中心に145店舗を有する。
環境対策に力を入れており、リユースびんのほか、アルミ缶回収、エコバック推進なども積極的に実施。
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酒造メーカーによるR720mlびんのリユース事例（朝日酒造株式会社）

１．びんリユースシステムの概要

２．実施スキーム

●日本リユースびん普及協会におけるR720mlびん開発に企画段階から積極的に関与。
●リユースを促進するために、久保田会酒販店に対する周知や社内報での告知、新聞記事
に広告記事掲載等、普及啓発活動を推進。
●びん商が回収し洗浄したびんを調達、同社工場で改めて洗浄しリユースする。

●地元自治体である長岡市でも資源ごみの拠点回収対象品目として「リユースびん」が設定
され回収活動を支援。
●関係者間のネットワーク作りを進めることで効果的なリユースシステムを構築。

・酒販店・地元びん商、P箱レンタル業者・製びんメーカー間のネッ

このびんリユースシステムの特徴

・中容量規格統一リユースびん R720mlびんを全国で初めて採用。R720mlびんが完成した平成11年4月に
同びんによる製品出荷を開始する。

・ 平成12年度からは、回収されたR720mlびんに清酒を再充填、本格的にリユースを開始する。
・主力製品の「久保田 千寿」などで利用、 R720mlびん利用実績は全国最大規模。
・平成25年度（平成25年10月～平成26年9月）のR720mlびん出荷本数は約154万本、うちリユースびんでの

出荷は約38万本、再利用率は約24.6％。
・酒販卸・小売、業務店などからびん商が回収、洗浄する。同社では洗びんを調達し、同社工場で改めて

洗浄し利用する。
・同社製品「久保田」を取扱う全国の特約酒販店組織「久保田会」にも回収の協力を求める（会員768店）。

作成日：平成23年11月 更新日：平成27年3月

びん商
（選別・洗浄・
検査）

自治体
（長岡市）

一般家庭

小売店
（酒販店等）

業務店
（飲食店）

朝日酒造
株式会社

・酒販店・地元びん商、P箱レンタル業者・製びんメーカー間のネッ
トワーク作りを進め、R720mlびんとP箱をセットで流通する仕組み
を構築。

・従来段ボール箱で行っていた出荷方法をP箱に切り替え、出荷・
回収の運搬方法を統一。

・すでに確立されている一升びんと同様の回収ルートを利用（消費
者→酒販店→びん商→工場）。

・酒販店等に回収の協力を呼びかける等の情報発信をし、R720ml
びんの普及活動に協力。

【お酒の製造】
・リユースびん＋専用P箱で出荷
・びん商において洗びんしたもの
を、自社工場でも再度洗びん
・機械検査の後、目視でも検査

【空きびん回収】
・びんリユースの普及
啓発活動により、一般
向けも回収。

【空きびん回収】
・数量はわずかではあるが、最近では
行政による集団回収の対象に。【商品の流通】

・P箱にはあて蓋を
はめ込んで出荷

商品の流れ

回収びんの流れ

【空きびん回収】
・取扱い酒販店を通じて
リユース促進を依頼。

リユースしている商品
（左より久保田、越州、朝日山）
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４．今後の展開・予定

■R720mlびん普及に企画段階からの関与し、導入拡大を牽引
・R720mlびんの企画段階から積極的に関わり、リユースびん導入時の課題・統一規格びんの仕様等につい
て生産者の側から助言することで普及拡大を促進。
・全国で初めてR720mlびんを採用、業界内のR720mlびん導入拡大を牽引している。

■R720mlびんの利用拡大に向けた啓発活動の推進
・久保田会（酒販店との連携組織）における広報紙や総会を通じ、酒販店に対してR720mlびんリユース促進

に向けた普及啓発活動を実施。
・一般消費者に対しても、新聞広告等を通じてR720mlびんの認知度向上に向けた活動を実施。

■関係主体間のネットワーク構築
・酒販店・地元びん商・P箱レンタル業者・製びんメーカーに何度も足を運ぶことで、ネットワーク作りに尽力

し、リユースが上手く進む仕組みを作り上げた。
・P箱レンタル業者も巻き込み、流通（出荷時・回収時）に関しては製品とP箱を一体と考えることで仕組みを

作ることにより、回収率向上に寄与することとなった。

■同社の企業理念を踏まえた高い環境意識による推進
・同社の企業理念「我が社の経営目的は、我が社の社会的存在価値を高めることである」という方針が、

リユースを含めた環境活動における意義と合致するため。企業として高い環境意識をもってリユースの
取組みを進めている。

・生産性の観点からは、高稼働率を維持できる新びんの方が望ましいが、社会的意義を踏まえて企業として
リユースを推進している。

３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

５．他の類似事例

■R720m普及に向けた取り組みの継続
・今後も引き続きリユースの取組みを継続していく予定であり、新たな商品においてもR720mlびんでの出荷を

基本としていく方針。

■行政との連携によるリユース促進
・事業者がリユースびんを導入し、消費者がワンウェイびんではなくリユースびん製品を選択し、びん商が

リユースびんを回収するためのインセンティブを付与するような施策が必要。
・関連法の見直しを含め、空きびん回収ルートの構築等、行政と連携も模索しながら更なる展開を図る。

６．実施者概要

朝日酒造株式会社
URL：http://www.asahi-shuzo.co.jp/index.php
住所：新潟県長岡市朝日880-1

・R720mlびんを採用している事業者は全国に130社以上存在。（2015年時点）
朝日酒造は全国で始めてR720mlびんを導入した事業者。

【朝日酒造株式会社の概要】
清酒「久保田」、「朝日山」、「越州」等の製造販売を行う酒造メーカー。経営目的を｢我が社の社会的存在
価値を高めること｣と定め、環境への配慮を経営目的実現のための最も基本的かつ有効な手段とする。
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回収用専用P箱を用いたびんのリユース事例（東北びん商連合会）

１．びんリユースシステムの概要

・宮城県内の静脈物流領域（消費者からメーカーへの流れ）に使用を限定した「Ｒ300びん用専用回収箱」
（30本入Ｐ箱）を作成し、R300mlびんの再使用（リユース）を現実化させたシステム。宮城方式。

・宮城県酒造組合、蔵元、酒販店、行政、びん商とが連携した取り組み。
・R300mlびんを使用している酒造メーカー9社（総数26社）のうち、5社がリユースびんを利用。
宮城県内への年間出荷量40万本のうち、約15万本を再利用している。

・きっかけは、宮城県、仙台市からの「Rマークはリユースを意味する。リユースせずに割ってしまうのはもったい
ない」との話から企画・検討が始まる。

・市民・事業者に対するびんリユースの啓発事業を継続して実施。（チラシや名刺サイズのPRフライヤー配布）
・平成21年度容器包装３Ｒ推進環境大臣賞 地域連携協働部門の最優秀賞に選ばれる。

２．実施スキーム

●酒造組合、蔵元、酒販店、行政と連携した取組であり、各社にメリットが生じる。
●県内出荷（約40万本）のうち、年間約15万本をリユース。
●びん回収時のみ専用回収箱を使用。回収びんの不良率を低減させる。
●回収時のみP箱を利用することで、管理面を強化することができ、散逸を防止。
導入コスト・運用コストの低減を図る。

・宮城県酒造組合、蔵元、酒販店、行政、
東北びん商連合会宮城県支部とが連携した取組。

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成23年11月 更新日：平成27年3月

東北びん商連合会宮城県支部とが連携した取組。
・業務酒販店、自治体経由で回収されるR300mlびんをリユース。
・静脈物流（びん回収）のみ、回収用専用箱を用いて回収。
・宮城県内への年間出荷本数 約40万本のうち、約15万本がリユースさ
れる。

リユースしているR300mlびん

びん商
（選別・洗浄・検査）

自治体
（仙台市など）

商品の流れ

回収びんの流れ

一般家庭
一般酒販店
（スーパー、
コンビニなど）

業務店
（飲食店）

蔵元
（宮城県
酒造組合
所属）

業務用酒販店

【商品の流通】
・ R300びんでの出荷
・出荷時は段ボール
・リユースびんを積極利用

【びん回収】
・一般家庭から排出さ
れたびんを選別。

【びん回収】
・業務酒販店、自治体からは
回収用専用P箱で回収
・不良率を下げ、リユース促進。

【リユースびん納入】
・びん商にて商品化（選別・チェック
（破損・ラベル）、洗浄・検査）
・酒造メーカーに販売納入
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４．今後の展開・予定

■再利用するメーカーの存在
・再利用するメーカーの存在。宮城県酒造組合の組合事業として取り組んでおり、また、リーディングメーカー
の環境問題に対する理解がある。

■回収用専用箱を作成・投入
・段ボールや大型通函で静脈物流（びん回収）を検討したが、びんの破損等が多く、また再利用を促進する
上での意識付けも低かった。
・そこで、宮城県内における静脈物流の範囲内において、管理可能な独自の専用回収箱を作成。（宮城県
酒造組合所有、30本入りP箱7,900箱作成、宮城県の産業廃棄物抑制事業として補助金支援をうける。）
・びん商、洗浄びん（在庫）、メーカーで、おおよそ１／３ずつ利用することで運用。静脈物流限定で使用して
いるため、管理が容易であり散逸が少なく、導入コスト・運用コストが低減できる。

・静脈物流内での利用において、使用料を設定しており、酒造組合に対してびん商が負担している。

■プライスキャップの下での回収・洗浄・配送コストの効率化・軽減
・新びんの価格がリユースびんの価格の上限となる（プライスキャップ）。従来の価格設計ではなく、

「いくらまででならできるか？」と優先し、物流コストの軽減を図る。
・ただし、初期導入時の暫定的な処置であり、今後の継続的な問題として検討を続ける

■業務用酒販店や自治体ルートでの回収ルートの構築
・業務用酒販店や自治体に回収用専用箱を貸出し、回収したびんとともにびん商にて引き取る。
・業務用酒販店の理解と協力。専用箱への選別・保管の回収協力とともに、酒販店は従来負担していた

カレット化の経費を削減でき、空きびんを販売できるというメリットもある。
・宮城県・仙台市の特性として、自治体の分別・資源回収体制がしっかりとしているためリユースが可能。

リユース推進によって、廃棄物の削減の効果が得られている。

３．このびんリユースシステムを構築するためのポイント

４．今後の展開・予定

５．他の類似事例

■東北６県へのＲびん推進運動（サンプリングによる問題提起）
・平成22年10月に東北６県の全蔵元及び関連会社（288社）に対して、Ｒ300mlびんとＲ720mlびんの

回収びん（洗浄済み）を見本配布。Ｒびんの採用・再利用化の促進を目指す（点から面へ）

■R720mlびんへの応用（宮城県支部）
・Ｒ300mlびんの宮城県方式を応用して、Ｒ720mlびんの回収システム検討。（宮城県支部）
・ポイントとしては２点、「①回収ルートの拡大」として、業務用酒販店に加えて、清酒・地酒専門酒販店に
回収ルート拡大、「②Ｒびん使用に対するインセンティブの導入」として、消費者・業務店と連動するために
インセンティブ（環境基金への寄付等）の採用を検討。

■福島県容器リユース協議会への参画 （福島県支部）
・Ｒ720mlびんを中心にリユースを図る福島県容器リユース推進協議会に参画。
・消費者・小売店・卸・自治体・酒造メーカー・回収業者・びん商などが総連携して再利用化に取り組む

システムの構築 （共通レンタル箱の活用）。

６．実施者概要

東北びん商連合会
住所：仙台市若林区大和町4-4-15 (株)仙台真田内

・なし

【東北びん商連合会の概要】
組合員数49社（東北６県）。『戻します やさしい資源を 親元（メーカー）へ』を基本的な考え方に、
びんリユースに積極的に取り組む。
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地サイダー等、地域密着でのびんリユースの事例（全国清涼飲料工業会）

１．びんリユースシステムの概要

・全国各地で地サイダー・ブームが起こっている。これは、昭和30・40年代の流行の再来や、地域の活性化に
関心が集まっていることなどが背景にある。

・地サイダーの一部で販売地域・消費地域が限定されている商品は、回収が比較的容易であり、地域密着型
のリユースびんが使用されている。

・全国清涼飲料工業会（以下、全清飲）では、復刻版共用リユースサイダーびん（容量340ml）を開発。
１社単位では製造ロットの問題で、効率的なびん製造が難しいところ、会員企業から要望を募り、まとめること
で共用びんを確保する。現在5県（青森・岩手・福井・兵庫・徳島）の事業者が使用するも、回収ルートの維持
が難しくなっている地域もある。

・空きびん回収は、地域密着型の小売店・スーパー等の協力を得て維持している。

２．実施スキーム

●狭域的な地域で地元のスーパー等流通業と消費者の協力があり、空びんの回収ルート
が維持できている。

●流通業にとって地域産品の販売が地元顧客の誘引要素となり、空びんの回収が顧客の
固定化・再来店動機付けとなるメリットがある。

●各社が低ロット・低コストでリユースびんを導入できるように、全清飲が統一規格の復刻
版サイダー用リユースびんを開発、各社の必要ロット数を取りまとめている。

・全清飲にて、規格共通のサイダー用リユースびんを作り、各社か

このびんリユースシステムの特徴

作成日：平成23年11月 更新日：平成27年3月

・全清飲にて、規格共通のサイダー用リユースびんを作り、各社か
ら需要を募り、一定ロット分の需要が集まれば新びんの製造をび
んメーカーに要請する。個別企業ではロットに達しないため、全
清飲が取りまとめ支援している。

（青森県；八戸製氷冷蔵㈱の事例）
・地元メーカーとスーパー等の小売業とが連携した取組。
・地域内ではリユースびん（容量340ml）で流通させ、他地域への発
送はワンウェイびん（容量330ml）で対応。

・統一規格のサイダー用リユースびんの導入を機に、びんの保証
金を10円から15円に上げることで、回収率が65%から80%に上昇。 （左：みしまバナナサイダー、右：三島シトロン）

【商品の流通②】
・ワンウェイびんで対応。商品の流れ

回収びんの流れ

【商品の製造】
・全清飲で開発した規格
共通の復刻版リユース
サイダーびん使用。

【空きびん回収】
・返却されたびんの管理はスーパー等
にとっては手間が増えると考えられるが、
びんの返却が客の再来店のきっかけと
なり、メリットともなる。

リユースしている商品（例）
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【商品の流通①】
・リターナブルびんで対応。


